
て
い
る
方
に
耳
寄
り
な
情
報
。
来
て
頂
い

た
お
客
様
に
お
い
し
い
食
事
を
だ
し
た
り
、

テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
こ
だ
わ
っ
た

り
、
素
敵
な
捌
侍
状
や
引
き
肌
物
を
オ
ー

ダ
ー
し
た
り
と
細
や
か
な
点
で
自
分
ら
し

さ
を
出
せ
る
結
婚
式
の
手
伝
い
を
リ
ス
ト

・
ド
・
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
が
し
て
く
れ
る
。

結
婚
式
場
や
披
露
宴
会
場
の
選
定
か
ら
、

衣
裳
、
引
き
出
物
、
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
司
会
、
音
楽
な
ど
の
会
場

演
出
、
写
真
・
ビ
デ
オ
ま
で
打
合
せ
を
し

な
が
ら
結
婚
式
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
さ

せ
て
い
く
。
持
ち
込
み
料
な
ど
は
一
切
か

か
ら
な
い
。
ま
た
、
結
婚
式
当
日
の
み
な

ら
ず
、
新
生
活
全
般
の
準
備
の
手
伝
い
も

し
て
貰
え
る
の
も
蛸
し
い
。

ク
ル
ー
ザ
ー
や
ゴ
ル
フ
場
、
美
術
館
で

の
披
露
宴
な
ど
、
あ
な
た
だ
け
の
素
敵
な

結
婚
式
を
演
出
し
て
み
て
下
さ
い
。

■
リ
ス
ト
・
ド
・
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

宝
塚
市
逆
瀬
台
５
値
Ｉ
氾

云
０
７
９
７
（
７
７
）
１
３
３
８

｛
ず

ボタンにパールをあしらったベスト

『

☆
ウ
キ
ウ
キ
ノ
ワ
ク
ワ
ク
ノ

ビ
ス
ク
ア
ー
ト
っ
て
お
も
し
ろ
い

ビ
ス
ク
（
素
焼
き
の
陶
磁
器
）
に
絵
を

描
い
て
、
食
器
と
し
て
安
心
し
て
使
え
る

ピ
ス
ク
ア
ー
ト
。
モ
モ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
代

表
取
締
役
内
藤
ひ
ろ
み
さ
ん
が
、
度
々
訪

れ
る
欧
米
で
目
に
し
、
「
作
る
楽
し
さ
、
使

う
楽
し
さ
」
を
日
本
に
紹
介
し
た
い
と
、

昨
年
の
、
月
に
ビ
ス
ク
バ
レ
ッ
ト
を
オ
ー

プ
ン
。
以
来
着
実
に
、
新
し
い
ホ
ピ
ー
と

し
て
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
る
。

４
月
躯
日
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ス
ク

ペ
イ
ン
ト
ア
ー
チ
ス
ト
の
ジ
ー
ン
・
タ
ウ

ン
セ
ン
ト
さ
ん
が
来
神
、
作
品
の
展
示
会

が
行
わ
れ
た
。
彼
女
の
作
品
は
、
カ
ラ
フ
ル

で
日
本
人
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
発
想
の

デ
ザ
イ
ン
・
「
料
理
を
作
る
時
の
よ
う
に
、

少
し
砂
糖
を
た
し
て
み
よ
う
と
か
、
塩
を

き
か
せ
て
み
よ
う
と
か
味
見
を
し
な
が
ら

作
品
を
作
り
、
黒
や
白
を
ポ
イ
ン
ト
に
し

て
い
ま
す
」
と
ジ
ー
ン
さ
ん
。

ビ
ス
ク
を
選
ぶ
時
、
絵
柄
を
考
え
る
時
、

実
際
に
絵
を
描
く
時
、
焼
き
ｆ
り
を
待
っ

て
い
る
間
、
そ
し
て
食
器
と
し
て
使
う
時

と
、
そ
の
時
々
に
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
ビ

ス
ク
ア
ー
ト
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
ト
ラ
イ
し

て
下
さ
い
。
き
っ
と
夢
中
に
な
り
ま
す
よ
。

■
ビ
ス
ク
・
パ
レ
ッ
ト

神
戸
市
中
央
区
江
戸
町
Ⅷ
高
砂
ビ
ル
３
階

念
０
７
８
（
３
３
４
）
３
２
８
５

☆
パ
ー
ル
月
に
パ
ー
ル
を
着
よ
う
″

堤
・
ハ
ー
ト
・
リ
ボ
ン
が
コ
ン
セ
プ
ト
の

ス
ポ
ー
ッ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ル
・
ヴ
ェ
ー
ル
。

ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
だ
け
で
な
く
、
エ
レ
ガ

ン
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど

も
豊
寓
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
行
き
帰
り
の
お

し
ゃ
れ
も
カ
バ
ー
し
て
く
れ
る
。
今
一
群

の
お
勧
め
は
、
パ
ー
ル
を
あ
し
ら
っ
た
も

醐
宅
邑
胃

の
。
ト
レ
ー
ナ
ー
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
、
バ
ッ
グ
な
ど
に
可
愛
い
く
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
て
、
と
っ
て
も
キ
ュ
ー
ト
。

ル
・
ヴ
ェ
ー
ル
で
選
ん
だ
服
を
着
て
、
貴

女
も
街
や
、
ゴ
ル
フ
場
や
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
き
っ
と
注
月
さ

れ
ま
す
よ
。

■
ル
・
ヴ
エ
ー
ル

神
戸
市
東
灘
区
御
影
町
城
の
前
１
５
２
１
の
３

か
０
７
８
（
８
５
６
）
０
１
５
５

望

】
閤
邑
畠
昌
弓
淳
閥
昌
冒
邑

作品を制作中のジーンさん

☆
祝
福
の
饗
宴
Ｉ
も
っ
と
わ
が
ま
ま
に
、

も
っ
と
あ
な
た
ら
し
く
ｌ

あ
り
き
た
り
な
披
露
宴
に
う
ん
ざ
り
し

# 淵謹黙蕊鰯懸蝿窒
一ピ戸崎とし．ブい客騨稚濡獣隠
；藻詩蕊糾潔伽羅+ 謂拷

i駕;I溺迩iｉ
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室二
《亀参

天
使
の
よ
う
な
左
保

ち
ゃ
ん

木
下
左
保

（
関
西
学
院
大
学
文
学
部
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
一
同
生
〉

神
杉
６
才
擬
イ
ん
叩

ヨ
“
旦
銅
ヨ
三
用
一
一
③
号
云
邑
言

毒

ＩＥ弓
垂

nｏ

の
男
の
子
に
渡
せ
ず
、
先
生
に
あ
げ
る
と
持
推
薦
者
／
藤
本
ハ
ル
ミ

っ
て
き
て
く
れ
た
が
、
ま
る
で
天
使
の
よ
う
危
幼
棒
鐸
誇
シ
、
ン
ヨ
ン
モ
デ
〉

に
可
愛
か
っ
た
。
今
年
の
春
、
関
》
字
と
女
挙
院
に
合
格
、
お
父
様
の
御
意

兇
で
関
学
を
選
ば
れ
た
と
聞
く
。
き
っ
と
幼
い
頃
の
純
な
ま
ま
背
丈
の
伸

び
た
よ
う
な
彼
女
を
男
女
共
学
の
中
で
鍛
え
た
ら
と
思
わ
れ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
左
保
ち
ゃ
ん
は
き
っ
と
幸
せ
な
人
生
を
歩
む
に
ち
が
い
な
い
。

'

木
下
真
珠
の
四
兄
妹
の
末
っ
子
の
左
保
ち
ゃ

ん
は
、
私
が
中
山
手
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

前
に
店
を
開
店
し
た
こ
ろ
、
ま
だ
小
栄
校
の

一
年
生
だ
っ
た
。
と
て
も
人
な
っ
っ
こ
ぐ
、

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
を
人
気
者
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…

ビ
バ
ノ
．
ミ
ス
。
ブ
ラ

ン
ニ
ュ
ー
ノ
．

高
橋
有
美

へ
松
蔭
商
等
学
校
３
年
生
〉

亨砺憲司

ヨ
四
ユ
”
ヨ
ョ
鯛
里
一
の
号
云
呂
、

手
一

一
｛

兇
Ｊ
‐

『
廷
令
・

凸

覧
跨

一

夢
』
》

山
方
が
推
薦
者
／
白
羽
弥
仁

〈
映
面
監
督
〉

サ
ッ
カ
ー
と
Ｆ
１
と
ノ
Ｂ
Ｚ
が
お

‐
ム
・
ス
タ
ン
バ
イ
Ｏ
Ｋ
／
，
と
く
れ

（
僕
が
保
証
し
ま
す
）
・
マ
マ
に
は
そ

詣
擬
ｊ
Ｗ
州

蕊講 愚

有
美
ち
ゃ
ん
の
マ
マ
は
、
い
つ
お
会
い
し

て
も
セ
ィ
シ
ュ
ン
ま
っ
さ
か
り
っ
て
感
じ
な

の
で
、
三
人
姉
妹
の
末
っ
子
で
あ
る
有
美
ち

ゃ
ん
と
ご
一
緒
だ
と
、
親
子
と
い
う
よ
り
は

四
人
姉
妹
の
長
女
と
凹
女
に
兇
え
て
仕
方
が

あ
り
ま
せ
ん
。

Ⅳ
歳
で
こ
の
ニ
ー
ト
な
ル
ッ
ク
ス
、
サ
ッ

気
に
入
り
で
ポ
ケ
ベ
ル
は
エ
ヴ
リ
タ
イ
ム
・

ぱ
そ
こ
い
ら
の
ボ
ー
ィ
ズ
に
は
楽
勝
（
僕
が

こ
が
ク
ヤ
シ
イ
の
か
な
？
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潅剰謬創一再；

漏霧刺:鴬一、

くパール特集〉特別企画

上月晃の

｢華麗なるパーノレの世界」

P e a r l ／大月真珠。木下真珠
森真珠．タカハシパール・山勝真珠

レイアウト／石阪春生
ロケ地／新神戸オリエンタルホテルB a r レスカル

ホテルクランドビスタ・前田和穂邸
協力／オフィス上月・竜悦代・西村美吉子

カメラ／松原卓也・山内誠
企伽制作／月刊神戸っｆ，小泉美喜子・ロ野和技

藤田真理・沢村有生・大西優子
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６月の花嫁に贈りますＫＯＢＥＪＵｌＶＥＢＲＺＤＥ

ミールは揺れる愛のﾘ えﾑ のように Uゆ

p》

' 9 4 秋のご婚礼衣裳大展示

Ｖ

腿： 〃
凸

H、

◆とき
Ｓ月巳Ｂ日( E I
AM10:00～PM5:0０

◆ところ
神戸国際展示場1 号館巳階

琴らや族堂店
案内状ご希望の方は各店舗へご連絡ください。

神戸元町店'……････････…．…．.…..…冠(078)321-0360
神戸ポートピアホテル衣裳室
ブﾗｲﾀ ﾙ ﾌ ﾃ ｲ ﾂ ｸピｱﾝ ｶズボー サ･･冠(07 8 ) 3 0 2 - 3 3 7 8
ﾒ ﾝズｺｽ ﾁ ﾕ ｰ ﾑ ﾚ ﾝ ﾀ ﾙ ｼ ﾕバﾘｴ『…･含(07 8 ) 3 0 2 - 1 0 5 1

神戸風月蛍R R衣裳部………………‘丑( 0 7 8 ) 3 2 1 - 0 3 6 0
ホテルゴーフルリツツ衣裳部･…･ ･ ･ ･…壷( 0 7 8 ) 3 2 1 - 0 3 6 0

楠公舎館衣裳室. . …………………壷( 0 7 8 ) 3 8 2 - 0 1 6 0
新神戸オリエンタルホテル衣裳室
ブﾗｲダﾙプﾃ ｲ ﾂ ｸ ｱ ｿ ﾙ ﾃ ｲ ･……'冠( 0 7 8 ) 2 6 2 - 2 9 0 8

西神オリエンタルホテル衣裳室- -垂( 0 7 B ) 9 9 2 - 3 3 8 3
兵庫県民会館衣裳部･…････……･･･壷(078)321-0360
ﾚ ﾝ ﾀ ﾙ ﾃ ｨ ｯ ｸ宴序衣･……･………念( 0 7 8 ) 2 6 2 - 2 7 0 8

舗鵠虐雫制響零隅
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ＫＯＢＥＪＵＩＶＥＢＲｌ６ＤＥ６月の花嫁に贈ります

セレモニリヨンからの招待状
’9 4 年９月１６日、神戸山の手に
エレガントウェディング誕生。

②
〈二ＥＩＲとＭＯＮＹ：ＹＯＮ

お問い合わせはＴＥ1 ．．０７８．３３４．３３９０

プライダルをトータルに
．．‐ディネイトいたします。

ｷ ｰ１，ルリー。ｅフル・ル

単薬l園
マリヤブライダル

神戸市中央区山本通３．丁目１４－１４
TE１－．０７８．２２１．T585<代)･1586(FAX）

轡
ＫＯｂｅＢａｙＳｈｅｍｔｏｎ

ＨＯＴＥＬ＆ＴＯＷＥＲＳ

神戸ベイシニラトンホテノレ＆タワーズ
神戸市東灘区向洋町中２－１３
TE l -．０７８．８５７．７０００（代表）

神戸を映しだす花嫁になりたい

ふたりの, 思い辻{ を幸せにかえた神戸で

初夏の光を肌に感じながら
●●●●ゆ●■●● ｡ ｡ ●● ｡ ●色●

６月の花〕i 家になりたい

ご婚礼写真；のご用命は…

三宮写真室

神戸・トアロ・ドN 1 I K
T E L 、０７８．２４１

放送局北隣り
弓5 Rｎ

|｜
＝

”

@

》

》

Ｙ
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K O B E E X C E L L E N T F A S H I O N

柴田音吉洋服店

株式会社和材
取締役社長堀宏之様

若い頃から、洋服はオーダーものばかりを愛用しています。
学生時代を東京で過したので、仕事を始めてからも洋服は東
京の馴染みの店でつくっていました。関西にも仕立ての良い
洋服店はいくつかありますが、ファッション性や微妙な着心
地にまで充分満足のいく店がみつからなかったからです。
柴田社長とは３年ほど前にロータリークラブでお会いして、
親しくおつき合いするようになりました。一度洋服をつくっ
てもらおうということになりお願いしたところ、こだわりの
多いわたしにも、とても気に入る洋服ができあがったんです。
私の性格や仕事柄をきちんと理解してもらえたんですね。柴
田音吉洋服店は、仕立て、素材の良さは勿論のこと、お客の
個性を引き出す服づくりを、とてもよく勉強していらっしゃ
る。そこが私が信頼をよせている最大の理由ですね。

カメラ・松原卓也

、
K ひＢＥＥＸＣＥＬＬＥ/ V ＴＳＨＯＰ

☆婦人帽子

、ぐく、
マ

神戸市中央

いうく･、窓、
キシ＞
区北長狭通２丁目6 - 1 3 垂3 3 1 - 6 7 1 ］

☆神戸唯一のボルボネーゼトータルブテイック

因Bi1i職;；
神戸市中央区元町通３丁目１－１２壷3 ９１－００１４

☆伝わる真どころ最高の風格

③柴田音吉洋服店
神戸市中央区元町通４丁目2 - 2 2 企3 4 1 - 0 6 9 3

☆よろず御槻衣艶上虚

神戸ｼ ｬ ﾘ ﾉ
神戸市中央区三宮町３丁目1 - 6 公3 3 1 - 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を…。

SaI〕Ｃｈｅ
神戸市中央区元町通２丁目5 - 7 壷3 3 1 - 4 7 0 7

※このシリーズは上記の専門店の提
供によるものです。
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く７月３０日（±）／竹野町川下まつり
‐みこし寮と“榊”が竹野町内を練り歩
く。みこしを乗せた船が竹野川を下る
場面も。夜には竹野浜で大花火大会も
催される。
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７月下旬～８月／大宝さがし大会伊
但馬の各海水浴場で行われる宝さが
しケーム。各町によって開催日が異
なり、誰でも無料で参加することが
できる。一等はカニすきご招待。

探訪。海の味覚を満喫できるシーフード
レストラン、お魚市場等々、但馬の海の
もつ四季折々の変化をお楽しみ下さい。 一○
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海
水
浴
場

今
／
竹
野
浜
海
水
浴
場
周
辺

／
竹
野
浜
海
水
浴
埋

珍
／
切
浜
海
水
浴
場

養
父
町
／
ピ
バ
ホ
ー
ル

温
泉
町
／
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

美
方
町
／
大
谷
商
店
街

出
石
町
／
出
石
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

″
／
奥
山
渓
谷
（
一
輪
亭
前
）

″
／
文
化
会
館

但
東
町
／
町
民
ホ
ー
ル

〃
／
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
び
こ
」

村
岡
町
／
味
取
地
区
矢
田
川
流
域

朝
来
町
／
さ
の
う
高
原

珍砿Ｐ参

Ｅ

｛

浜
坂
町
／
マ
リ
ン
ポ
ー
チ

山
東
町
／
ヒ
メ
ハ
ナ
公
園

ス
叩
村

〃〃 " ”〃〃唾や〃〃〃ー語〃〃 ”

〆
グ
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス
朝
来
さ
の
う
高
原

／
さ
の
う
高
原

／
グ
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス
朝
来
河
川
公
園

／
先
人
記
念
館

／
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
前
海
上

／
鶴
マ
リ
ン
ポ
ー
チ
浜
坂
漁
港
・
海
岸
他

蕗
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
他

／
山
東
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

／
農
村
広
場
ホ
テ
ル
好
楽
回
球
喝

／
文
化
会
館
食
文
化
プ
ラ
ザ
他

／
文
化
会
館

／
食
文
化
プ
ラ
ザ
夜
久
野
高
原

／
文
化
会
館

／
町
民
会
館

／
町
民
会
館

／
あ
ゆ
公
園
大
屋
川
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睦壷一

'快適但馬と新しいライフスタイルの創造

但馬･ 理想の者B の
ようこそＴＡＪＩＭＡへ！
わたしたちも歓迎致します。

。

一＝

曲
〈

蓉
示

&｜
|,｜
'|’

「
４

Ｆ
』

P H O T O ／竹野町・浜坂町提供

四拳蚕19944剛995.al8開催地|兵庫県但馬全域(１市1 8町）

平成６年４月から平成７年３月まで１年間にわたって開催される“但馬・理想
四季を通じてあるいは四季おりおりに彩りを変えながら､｢人･海･森･里･空｣を７
５つの文化展をはじめ350を越える多彩なイベントが次々 に展開されます。

但馬･理想の都の祭典実行委員会
〒6 6 8 豊岡市山王町1 1 - 2 8

TEL.(0796)24-6700.FAX,(0796)24-6704
［神戸事務所］

〒65O神戸市中央区下山手通5-10-1兵庫県庁
ＴＥＬ(078)362-3996.FAX.(０７８)362-3975

ﾖ の都の祭典，'ｃ
アピールする

但馬の海にはいろんな顔がある。「

‐三Ａ蛸

らに愛される翼へ〃
大阪-但馬線5／18より毎日1便運航

〃V Ｇどジ次ズ
ノYＷＺＭＴＹＡＺＥＴＷＯＲＫＧＲ（

株式会社ティ･ ワイ･ グレイス
〒６６８兵庫県豊岡市中央町1 0 - 1 8
Ｔｅ１．０７９６－２２－１６５９
F a X O 7 9 6 - 2 4 - 8 2 2 4
E商品／宝飾品(宝石.貴金属､アクセサリー）
回詳し< はお問い合わせください。

竃湾雪空一
口皿J ＝里

１

」
星のように瞬く漁火の灯、荒い波に削られた
断崖、静かな波に照る夕陽…但馬の海には
いろんな顔があり、いろんな想いが宿る…。

医 ｰ ー‐

・
ず
§
一
一
垂
一
一
現
』

《

面
「

桑

囲一

霊司這唾ご銅座虻
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モダンに情しく

きもの＆おしや和｣ 物あらかわ
神戸市灘区山田町3 - 2 - 2 6六甲ＳＫピル竃（0 7 8 ) 8 2 2 - 3 3 3 7

き 記ﾓの(１）

へアーデザイナー加木京子くアレックス・さんプラザ店）

凪］

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
の
五
階
に
あ
る
お
茶
室
「
恕
庵
」
。

窓
越
し
に
見
え
る
お
庭
の
緑
が
清
々
し
い
初
夏
の
昼
下
が
り
に
、
季
節
を
先
取
り

す
る
こ
げ
茶
の
紗
に
、
手
描
き
の
霞
雲
に
よ
》
っ
な
ベ
ー
ジ
ュ
の
絹
合
せ
の
「
無
双
」
。

帯
は
伊
之
蔵
組
み
の
淡
い
う
ぐ
い
す
色
の
総
に
金
蒜
が
た
く
み
に
織
ら
れ
て
い
る
。

帯
留
は
、
月
を
思
わ
せ
る
べ
っ
こ
う
に
、
秋
草
が
ダ
イ
ヤ
と
プ
ラ
チ
ナ
で
彩
っ
た
工

芸
品
。
横
川
さ
ん
の
着
こ
な
し
は
、
き
も
の
を
洋
服
感
覚
で
着
る
と
い
っ
た
神
戸
ら

し
さ
が
あ
る
。

横
川
こ
の
間
、
岩
下
志
麻
さ
ん
が
「
無
双
」
を
初
め
て
着
て
、
こ
ん
な
お
し
ゃ
れ

な
着
物
が
あ
る
の
か
し
ら
と
テ
レ
ビ
で
び
っ
く
り
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
。
私
は
三
十

年
前
に
、
大
阪
の
歌
舞
伎
座
で
、
山
田
五
十
鈴
さ
ん
と
、
浅
丘
雪
路
さ
ん
が
「
無
双
」

を
着
て
舞
台
に
出
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
凄
い
お
し
ゃ
れ
な
着
物
だ
と
思
い
、
い
つ

か
早
く
着
て
み
た
い
と
。
。
・
・

荒
川
そ
う
で
す
ね
。
紗
合
せ
は
四
季
の
あ
る
日
本
な
ら
で
は
の
情
緒
あ
る
お
召
し

物
で
す
。
季
節
の
境
の
五
月
下
旬
か
ら
六
月
中
旬
、
八
月
の
中
旬
か
ら
九
月
の
初
旬

に
か
け
て
身
に
ま
と
っ
て
頂
け
る
き
も
の
で
す
。
裏
の
柄
い
き
を
表
に
す
か
せ
て
見

せ
る
「
無
双
」
は
奥
ゆ
か
し
さ
と
不
思
議
さ
を
漂
わ
せ
る
日
本
の
き
も
の
の
美
意
識

で
し
ょ
う
ね
。

横
川
暑
い
と
き
こ
そ
、
し
や
き
っ
と
緊
張
感
の
あ
る
き
も
の
を
着
る
の
が
好
き
な

ん
で
す
よ
。
い
い
女
に
な
っ
た
気
分
が
し
ま
す
も
の
ね
、
そ
れ
に
昔
は
黒
と
紺
だ
け

だ
っ
た
の
が
、
今
は
、
ピ
ン
ク
で
も
ブ
ル
ー
で
も
茶
色
で
も
楽
し
め
ま
す
よ
。

荒
川
「
無
双
」
は
清
々
し
く
、
梅
雨
の
う
っ
と
し
い
時
の
清
涼
剤
的
な
感
じ
が
い

た
し
ま
す
ね
。

横
川
私
は
、
大
仏
さ
ん
の
近
く
で
生
ま
れ
た
兵
庫
育
ち
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
古

典
の
き
も
の
を
モ
ダ
ン
に
着
た
い
と
い
う
意
識
が
い
つ
も
あ
り
ま
す
ね
。

荒
川
感
性
ゆ
た
か
な
女
性
に
ふ
さ
わ
し
い
、
絹
の
重
な
り
で
生
ま
れ
る
美
し
き
モ

ァ
レ
は
紗
合
せ
な
ら
で
は
の
風
情
で
す
ね
。
お
足
元
の
足
袋
も
、
季
節
感
の
あ
る
麻

足
袋
を
お
召
し
頂
け
て
い
る
横
川
様
の
お
し
ゃ
れ
感
覚
は
最
高
で
す
ね
。

６月のお客様横川博子さん
ぁらかゎ店主荒川豊子

１
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今
度
は
山
陽
道
を
ま
わ
っ
て
京
都
へ
戻
っ
て
き
た
。
素
知
ら
ぬ
顔

し
て
町
に
入
っ
た
ら
〃
あ
ん
た
京
都
か
ら
逃
げ
た
と
思
っ
た
ら
西

の
方
の
店
、
皆
つ
か
ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ
っ
て
ね
″
と
言
わ
れ
た
。

知
ら
ぬ
間
に
う
わ
さ
が
広
が
っ
た
ん
で
す
な
ぁ
」

●
商
品
を
売
る
だ
け
で
な
く
そ
の
売
り
方
も
提
案
、
そ
し
て
現

づ
く
・
曾
一
Ｅ
一
一
，
く
・
そ
く
・
ノ
ー
豊
岡
卸
セ
ン
タ
ｉ
内
の
現
在
の
本
社

回
り
、
そ
し
て
自
転

車
を
借
り
て
走
っ
た
ん
で
す
わ
。
北
野
神
社
か
ら
伏
見
の
方
ま
で
。

お
か
げ
様
で
何
件
か
契
約
を
い
た
だ
い
た
ん
で
、
納
品
し
た
ら
す

ぐ
お
金
を
も
ら
う
よ
う
に
し
て
、
何
と
か
二
ヶ
月
程
で
入
院
費
を

返
す
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
」

●
無
理
を
言
っ
て
も
決
し
て
納
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
働

き
ぶ
り
は
小
売
店
か
ら
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
陰
に
は
村
中
の
人

々
の
協
力
が
あ
っ
た
。
京
都
に
工
場
を
移
し
た
ら
と
聯
め
』
ら
れ

る
が
、
ヒ
モ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
断
っ
て
し
ま
う
。

当
時
の
お
か
き
は
素
朴
な
し
ょ
う
油
味
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

な
も
の
。
そ
れ
か
ら
お
客
様
の
要
望
に
答
え
て
お
茶
漬
の
上
に

の
せ
る
〃
ぶ
ぶ
茶
あ
ら
れ
〃
、
青
の
り
を
巻
い
た
〃
な
る
と
巻

き
〃
な
ど
新
し
い
商
品
も
工
夫
し
て
い
く
。

「
京
都
を
出
て
か
ら
鳥
取
へ
行
き
ま
し
た
。
列
車
北
乗
っ
て
一
つ

の
町
に
下
り
る
ご
と
に
、
そ
こ
の
一
流
の
小
売
店
を
三
軒
以
上
つ

か
む
ま
で
は
次
へ
行
か
な
い
と
頑
張
っ
て
い
た
ら
、
三
ヶ
月
程
で

下
関
ま
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
わ
。
そ
れ
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

撚溌岬
訂
及

商
売
を
始
め
た
当
時
の
岩
本
社
長
。
ホ
ン
ダ
の
ジ
ュ
ノ
ー
に
乗
っ
て
夜
間
の
高
校
、

そ
し
て
大
学
へ
行
こ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」

●
し
か
し
無
理
が
た
た
っ
て
肺
を
や
ら
れ
入
院
。
そ
の
入
院
賛

を
返
す
た
め
ま
た
走
り
回
る
こ
と
に
。

「
大
口
の
取
り
引
き
先
を
探
し
て
京
都
へ
行
き
ま
し
た
。
初
め
て

『
塁

手 '手 ' 射
的
喝

二
逐
卦
祁
唯 昔

蓉
が
ら
の
製
法
を
手
本
に
、
本
物
の
味
を
求
め
て
お
か
き
づ
く
り
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
る
。
万
人
に
う
け
な
く
と
も
、
そ
れ
は
昔
食
べ
た
お
母
さ
ん
の
味
。

創
業
以
来
、
頑
固
な
ま
で
に
手
造
り
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
㈱
玄
武
堂
の
岩
本
和
雄

社
長
の
、
文
字
通
り
手
塩
に
か
け
た
会
社
設
立
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。

●
但
馬
の
出
身
者
で
現
在
米
菜
メ
ー
カ
ー
で
成
功
し
て
い
る
人
の
と
手
」
ろ
だ
か
ら
道

院
可
く
い
寸

は
多
い
。
鴬
ポ
ー
ル
の
植
垣
米
菓
㈱
も
そ
の
一
つ
。
そ
ノ
ル
な
会
を
覚
え
る
た
め
に
ま

社
に
雇
わ
れ
て
い
た
人
々
が
戦
争
終
結
後
、
但
馬
で
自
然
発
生
ず
電
車
で
ぐ
る
ぐ
る

的
に
あ
ら
れ
屋
を
開
い
た
。
そ
の
数
、
三
十
五
、
六
軒
。
回
り
、
そ
し
て
自
転

「
皆
、
食
べ
る
た
め
に
必
死
で
し
た
わ
。
私
の
お
じ
も
戦
争
か
ら
車
を
借
り
て
走
っ
た

帰
っ
て
き
て
あ
ら
れ
屋
を
始
め
た
ん
で
す
が
、
一
年
少
し
経
っ
た
お
か
げ
様
で
何
件
か

頃
、
や
は
り
都
心
か
ら
離
れ
て
い
る
か
ら
と
大
分
へ
行
っ
て
し
ま
ぐ
ぉ
金
を
も
ら
う
よ

っ
て
。
そ
の
時
〃
お
前
な
ら
で
き
る
か
ら
〃
と
無
理
に
私
に
店
を
返
す
こ
と
が
で
き
た

ま
か
せ
て
行
っ
た
ん
で
す
。
ま
だ
卜
八
歳
の
頃
で
し
た
な
。
商
売
●
無
理
を
言
っ
て

な
ん
か
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
親
父
は
亡
く
な
っ
て
い
き
ぶ
り
は
小
売
店

丙
幽
一
二
ミ
ー
藷
謀
熱
鋤
一
一
，
繋
一
電
Ｌ
一
一
た
し
、
七
人
兄
々
の
協
力
が
ぁ
っ

色

１

零奮司言

＝

鶏

た
し
、
七
人
兄

弟
の
次
男
と
し

て
、
家
族
八
人

食
べ
る
た
め
に

や
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
そ

う
し
て
二
、
三

年
働
い
て
い
る

う
ち
に
資
金
が

貯
ま
っ
た
ん
で
、

ぶ
堂
」

雲皇

心

』ロト画

闇

一ｓ6 －

_L膳
【

雲蚕室垂謹雲

１
－ lｒｉｌ鰯 郡｛
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辞
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夷ﾐ 認

蕊義雷《掌 金
主
義
、
小
売
り
・
卸
値
の
統
一
、
契
約
苔
な
し
で
信
用
を
売

る
や
り
方
で
会
社
は
軌
道
に
乗
っ
て
い
く
。
昭
和
二
十
六
年
、

岩
本
商
店
の
名
で
始
め
た
小
さ
な
あ
ら
れ
屋
は
、
昭
和
四
十
年

株
式
会
社
玄
武
堂
と
し
て
設
立
、
城
崎
町
か
ら
豊
岡
に
移
る
。

「
岩
本
商
店
は
玄
武
洞
の
対
岸
に
あ
っ
た
ん
で
す
わ
。
〃
あ
ん
た

ど
こ
か
ら
来
た
ん
〃
と
言
わ
れ
て
〃
玄
武
洞
の
近
く
で
す
〃
と
答

え
る
う
ち
に
、
名
前
を
呼
ば
れ
る
よ
り
先
に
〃
げ
ん
ぶ
ど
う
さ
ん

が
兇
え
た
よ
〃
と
・
で
、
こ
れ
を
社
名
に
し
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
一

豊
岡
に
移
る
一
年
前
、
私
も
三
十
一
一
歳
に
な
っ
と
り
ま
し
た
が
、

以
前
遇
っ
た
交
通
事
故
の
後
遺
症
が
出
て
出
先
の
米
子
で
入
院
し

た
ん
で
す
わ
。
そ
の
時
そ
の
病
院
の
院
長
が
ベ
ッ
ド
の
横
に
立
っ

て
〃
お
ー
い
皆
聞
い
て
く
れ
、
こ
い
つ
の
嫁
さ
ん
探
し
て
や
っ
て

く
れ
〃
・
そ
の
縁
で
紹
介
さ
れ
た
娘
さ
ん
と
、
気
の
変
わ
ら
な
い

う
ち
に
と
会
社
を
設
立
し
て
す
ぐ
結
婚
し
た
ん
で
す
わ
」

●
人
々
の
味
覚
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
お
か
き
の
味
も
変
化
し

て
い
っ
た
。
昭
和
四
十
二
年
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
カ
タ

カ
ナ
の
名
前
の
薄
焼
き
せ
ん
べ
い
〃
ロ
ミ
ー
ナ
〃
も
発
売
、
爆

発
的
に
売
れ
る
。
こ
の
頃
に
は
生
産
部
門
と
本
社
を
分
離
、
本

社
側
は
包
装
工
程
で
徹
底
的
に
合
理
化
を
め
ざ
し
、
生
産
部
門

は
あ
く
ま
で
も
高
品
質
を
め
ざ
す
一
一
分
化
で
市
場
を
開
拓
し
て

い
っ
た
。
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
広
範
囲
に
ス
ポ
ッ
ト
広
告
を
う
ち
、

会
社
と
し
て
は
一
番
勢
い
の
あ
る
頃
だ
っ
た
。

；
〃
・
く
糸
・
糸
７
．
で
Ｊ
’
Ｊ
〃
側
△
Ｅ
ノ
ノ
‐
と
と
ヌ
〃
ｖ
蚤
←
″
ら
友
一
‐
．
な
い
と
こ
一
“
ち
に
苦
情
が
来
る
。
こ
れ
で
は
お
客
様
に
私
達
の
気

う
ち
に
と
会
社
を
設
立
し
て
す
ぐ
結
婚
し
た
ん
で
す
わ
」
持
ち
が
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
の
で
思
い
付
い
た
の
が
通
信
販
売
な

●
人
々
の
味
覚
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
お
か
き
の
味
も
変
化
し

ん
で
す
」

て
い
っ
た
。
昭
和
四
十
二
年
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
カ
タ
●
高
品
質
主
義
が
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
た
め
問
屋
が
卸
値
を

カ
ナ
の
名
前
の
薄
焼
き
せ
ん
べ
い
〃
ロ
ミ
ー
ナ
〃
も
発
売
、
燦
ア
ッ
プ
、
消
費
街
の
手
元
に
届
き
に
く
く
な
り
売
り
上
げ
は
下

発
的
に
売
れ
る
。
こ
の
頃
に
は
生
産
部
門
と
本
社
を
分
離
、
本
降
し
た
。
直
接
お
客
様
に
届
け
る
こ
と
の
で
き
る
通
信
販
売
に

社
側
は
包
装
工
程
で
徹
底
的
に
合
理
化
を
め
ざ
し
、
生
産
部
門
切
り
替
え
、
大
学
生
活
途
中
で
帰
っ
て
き
た
長
男
の
和
久
さ
ん

は
あ
く
ま
で
も
高
品
質
を
め
ざ
す
一
一
分
化
で
市
場
を
開
拓
し
て
の
手
助
け
も
あ
り
、
非
常
な
困
難
の
巾
何
と
か
軌
道
に
戻
す
。

い
っ
た
。
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
広
範
囲
に
ス
ポ
ッ
ト
広
告
を
う
ち
、
「
や
は
り
大
切
な
の
は
お
客
様
一
人
ひ
と
り
な
ん
で
す
な
あ
。
少

会
社
と
し
て
は
一
番
勢
い
の
あ
る
頃
だ
っ
た
。
し
し
か
も
う
か
ら
な
く
と
も
、
本
物
を
食
べ
て
も
ら

い
た
い
。
お
か
き
を
作
っ
て
な
か
っ
た
ら
何
を
や
つ

「
ぉ
か
き
っ
て
こ
ん
な
に
お
い
し
い
も
の
か
、
と
わ
か
っ
て
欲
し
い
な
あ
」
と
岩
本
社
長
。

Ｂ
１
，
Ｆ
Ｌ
‐
鹿
』
０
’
て
た
か
・
・
・
。
や
は
り
食
べ
る
た
め
に
百
姓
し
と
っ
た
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「
現
金
主
義
で
値
引
き

も
せ
ず
や
っ
て
き
た
の

が
、
ス
ー
パ
ー
が
で
き
、

バ
イ
ヤ
ー
、
問
屋
が
出

て
き
て
値
付
の
主
導
権

を
握
ら
れ
て
し
ま
っ
た
⑥

自
分
で
作
っ
た
も
の
の

値
段
を
決
め
ら
れ
ず
、

そ
れ
も
バ
イ
ヤ
ー
、
問

屋
が
も
う
か
っ
て
、
消

貸
者
に
は
良
い
も
の
が

渡
っ
て
い
な
い
。
売
れ

》
》
》
一

頭
鱈 i蔦~へ淵デ

Ｐ

て
た
か
…
ｃ
や
は
り
食
べ
る
た
め
に
百
姓
し
と
っ
た

で
し
ょ
う
な
ぁ
。
そ
れ
も
現
代
よ
り
も
つ
と
進
ん
だ

農
業
を
し
と
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
夢
は
ま
だ
捨
て

て
な
い
ん
で
す
」
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